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「みどりがおか」 令和７年5月7日（木）

第40号（文責：安藤真二）

「判断」

生きていく上で、人はさまざまな判断を

する。昨日、卵料理だったから今日は魚が

いいかな？いやたまには牛肉にしようか？

などと食べ物についても判断に迷う。

もちろん、職種によってはもっと難しい

判断を求められる。判断とは、「物事を正

しく認識し、評価すること」である。それ

は、おそらくその人やその決定に関与する

人々の可能性や能力等によっても変わって

くるだろう。

（乙女椿 延岡市緑ヶ丘 2025.4.3）

乙女椿やベニカナメもきっと判断してい

るだろう。花を咲かせるタイミングや葉を

伸ばすことと気温等との関係などを、経験

からきっと判断している。そう思う。

（ベニカナメ 延岡市緑ヶ丘 2025.4.1）

人はいろいろな可能性を探りながらどう

すればいいか悩む。自分だけでは判断でき

ないときは、誰かに意見を求める。

求められた誰かも、自分の経験からこの

ように思うと回答しながら、本当のところ

はよくわからない場合もあるだろう。

体の調子が優れないため、病院に行った

としても、どこの病院でも同じような判断

がなされるかわからないだろう。その主治

医の今までの研修内容や経験等により、お

そらく違った判断もあるのではないか。

（モモ 宮崎市柏原 2025.3.29）

私たちは、判断を迫られる。が、時間が

過ぎれば、全く違った判断が正しかった、

となるのかもしれないのだ。

（つくし 宮崎市柏原 2025.3.22）


